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生涯スポーツと支援者６９

ツ人口の増加にともない，「するスポーツ」と「みるスポーツ」だけにとどま
らず，新たなスポーツ文化の享受形態として「ささえるスポーツ」を創出し
た。従来，スポーツをささえる活動は，過去にそのスポーツ（種目）に深い
関わりを持った人たちであった。ところが，近年，比較的規模の大きい国際
スポーツ大会や障害者のスポーツ大会において，例えば語学力や手話技術な
どの特技や，受付，案内，交通整理などの活動に，自らの自由時間をすすん
で提供しようとする人がみられるようになったのをきっかけに，特定のス
ポーツ（種目）に関わった人たちに加えて，広く一般の人々のボランティア
によるスポーツ支援が次第に一般化してきたのである。こうした動きをうけ
て，「スポーツ・ボランティア」という概念がl990年代中頃に登場したのであ
る(5)。

２．スポーツ・ボランティア

(1)スポーツ・ボランティアの定義
スポーツ･ボランティアについての明確な定義はないが,SSF笹川スポー
ツ財団の「スポーツライフに関する調査報告書｣(6)によると，スポーツ・ボ
ランティアとは，「報酬を目的としないで自分の労力，技術，時間を提供して
地域社会や個人・団体のスポーツ推進のために行う活動のことを意味する。
ただし,活動のための交通費等の実費程度の金額の支払いは報酬に含めない」
と定義している。
また,｢スポーツにおけるボランティア活動の実態等に関する調査研究協力

者会議｣(7)においては，「地域におけるスポーツクラブやスポーツ団体におい
て，報酬を目的としないで，クラブ・団体の運営や指導活動を日常的にささ
えたり，また，国際競技大会や地域スポーツ大会などにおいて，専門的能力
や時間などを進んで提供し，大会の運営を支える人」としており，自発性，
無償性,公共性,先駆性という性格を有したものとしてスポーツ．ボランティ
アが捉えられている。
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生涯スポーツと支援者７１

訪問といった活動が広く市民に浸透している。わが国でも，近年，プロ野球
選手やＪリーガーなどによる社会貢献活動が紹介されるようになってきたが，
今後，さらに広まることが期待される(9)。

（３）スポーツ・ボランティアの現状
SSF笹川スポーツ財団が実施している｢スボーツライフ.データ～スポー

ツライフに関する調査｣('o)を基に，スポーツ・ボランティアの現状を把握し
ていくことにする。
スポーツ・ボランティア活動の実施率についてみてみると，過去１年間に

スポーツに関わるボランティア活動を行ったことが「ある」と回答した実施
者は,1994年6.1%,1998年7.1%,2000年8.3%と上昇傾向にあったが,2002年
の調査では7.0%と前回調査(2000年）より0.7ポイント下回った。2002年の
結果からわが国の成人のスポーツ・ボランティア人口は，約700万人と推計で
きる('')。性別では，男性の実施率が高く,1998年以降の調査では男性は女性
の約２倍の割合を示している（図l)。

図ｌスポーツ・ボランティア実施率の推移
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出典:SSF「スポーツ・ボランティア・データブック」(2004)より作成



7２特集新しい時代の生涯学習支援者論

スポーツ・ボランティア活動の内容をみると（表２），地域のスポーツイベ
ントにおける「大会・イベントの運営や世話」が45.3％と最も高く，以下，
日常的な活動の「団体・クラブの運営や世話」40．3%,日常的な「スポーツ
指導」２５．２％，日常的な「スポーツの審判」２３．９％と続いている。このよう
に，スポーツ・ボランティアの活動内容は，地域のスポーツイベントでは，
「大会・イベントの運営や世話」の参加率が最も高く，日常的な活動では，
「団体・クラブの運営や世話」と「スポーツの指導・審判」の２つが中心と
なっている。
年間の活動回数では，日常的な「スポーツの指導」が平均50.5回と圧倒的
に多く，次いで日常的な「団体・クラブの運営や世話」l4.4回，日常的な「ス
ポーツの審判」ll.2回,地域のスポーツイベントでの「スポーツの審判｣9.9回
となっている。
活動に対する報酬については，日常的な活動は「無償」の割合が高く，「ス
ポーツ施設の管理の手伝い」９２．９％，「スポーツ指導」９２．５％，「団体・クラ
ブの運営や世話」８９．l%,「スポーツの審判」81．6%とすべての項目で８割以
上となった。また，地域のスポーツイベントから全国的・国際的スポーツイ
ベントへと規模が大きくなるにつれて無償の割合が低くなり，実費が支給さ
れる傾向がみられる。

表２スポーツ・ボランティア活動の実施内容（複数回答）

出典:SSF「スポーツ・ボランティア・データプック」(2004)より作成
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生涯スポーツと支援者７５

３．これからのスポーツ・ボランティアの役割

(1)総合型地域スボーツクラブとスポーツ・ボランティアの役割
1961年のスポーツ振興法施行から40年を経て,2000年９月に策定されたわ

が国のスポーツ振興の将来を担う「スポーツ振興基本計画｣('4)によると，
2010年までに全国の市区町村において，少なくとも１つは総合型地域スボー
ツクラブを設立することが目標となっている。
総合型地域スボーツクラブとは,1995年から始まった文部省（現文部科学
省）の「総合型地域スボーツクラブ育成モデル事業」で提示されたクラブ構
想である。文部科学省が発行した総合型地域スポーツクラブ育成マニュアル
「クラブづくり４つのドア」によれば総合型地域スポーツクラブの特徴は次
の７つである。①地域住民が主体的に運営していること，②自主財源を主と
する運営であること，③単一種目だけではなく，複数の種目が用意されてい
ること，④地域の誰もが年齢，興味・関心，技術・技能レベルに応じて，い
つでも活動できること，⑤活動拠点となるスポーツ施設を持ち，定期的・継
続的なスポーツ活動ができること，⑥質の高い指導者がいて，個々のスポー
ツニーズに応じた指導が行われること，⑦スポーツ活動だけではなく，でき
れば文化活動も準備されていること。そして，「総合型」は３つの多様性を包
含していることを意味し，「種目の多様性｣，「世代や年齢の多様性｣，「技術レ
ベルの多様性」を持つ地域スポーツクラブであるとされている。2003年１月
31日現在，総合型地域スポーツクラブの設立数は，設立と準備中を含めて全
国でl,135団体にものぼっている(15)o
今後の地域スポーツ振興の柱となる総合型地域スポーツクラブに対して，
スポーツ・ボランティアは，どのように関わればよいか，また，どのような
役割が求められるのかを考察していく。
まず，イベントや競技会という単発的な機会に参加するスポーツ・ボラン

ティアとは違い，定期的・継続的に活動することが求められる。さらに，総
合型地域スボーツクラブの特徴に示された体制を整えていくには，監督や
コーチなどのスポーツ指導者を積極的に活用し，有機的に連携させていくこ
とができる人材が必要となってくる。こうした人材は，前述したクラブや団
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